
 

難治性疾患克服研究の対象となっている１２１疾患について 

 

主任研究者； 跡見 裕          
疾 患 名； 肝内結石症        
 
１． 初代研究班発足から現在までの間の研究成果について（特定疾患の研究班が独

自に解明・開発し、本研究事業として公表したもの。なお、原則他の研究事業等に

依存していないもの。） 
（１）原因究明について（画期的又は著しく成果のあったもの） 

 時期 及び 
班長名（当時） 

内容 備考 

１ 1990年度 
小澤和恵 

肝内コレステロール結石症の診断と動物実験モデル

確立 
 

２ 2003年度 
跡見 裕 

肝内結石症おける PG Eの関与  

３ 2004年度 
跡見 裕 

肝内結石症における脂質輸送蛋白MRDP障害  

４ 2004年度 
跡見 裕 

肝内結石症における COX2 によるムチンコア蛋白の
変容 

 

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 
 
 
（２）発生機序の解明について（画期的又は著しく成果のあったもの） 

 時期 及び 
班長名（当時） 

内容 備考 

１ 1990年度 
小澤和恵 

肝内コレステロール結石が、肝コレステロール代謝系

酵 素 、 HMGCo-A の 上 昇 、 7 α -cholesterol 
hydroxygenase の抑制により発症する 

 

２ 2003年度 
跡見 裕 

肝内結石症では、脂質輸送蛋白MRDP障害を認める  

３ 2004年度 
跡見 裕 

肝内結石症では、腸型ムチンコア蛋白が発現し、細菌

感染による COX2の誘導が、この変容に関与 
 

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 
 
 
 



（３）治療法（予防法を含む）の開発について 
ア 発症を予防し、効果があったもの 

 時期 及び 
班長名（当時） 

内容 備考 

１ 2002年度 
跡見 裕 

ムチン分解酵素の肝内結石症治療における有用性が

示唆 
 

２ 2003年度 
跡見 裕 

ベサフィブラートが MRDP 修飾を介し、肝内結石症
治療薬となりうる 

 

３ 2004年度 
跡見 裕 

肝内結石症を背景とする胆管癌に対する遺伝子治療

の開発 
 

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 
 
 
イ 完治に至らしめることはできないが、進行を阻止し、効果があったもの 

 時期 及び 
班長名（当時） 

内容 備考 

１ 1992年度 
谷村 弘 

肝内結石症における手術的治療法の有用性と限界を

提示 
 

２    

３    

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 
 
 
ウ その他根本治療の開発について 

 時期 及び 
班長名（当時） 

内容 備考 

１    

２    

３    

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 
 



２．「１」以外で、国内、国外を問わず、研究成果の現在の主な状況について  
（１）原因究明について（画期的又は著しく成果のあったもの） 

 時期  内容 文献 
１    

２    

３    

 
 
 
（２）発生機序の解明について（画期的又は著しく成果のあったもの） 

 時期  内容 文献 
１    

２    

３    

 
 
 
（３）治療法（予防法を含む）の開発について 
ア 発症を予防し、効果があったもの 

 時期 内容 文献 
１    

２    

３    

 
 
 
 



イ 完治に至らしめることはできないが、進行を阻止し、効果があったもの 
 時期 内容 文献 
１    

２    

３    

 
 
 
ウ その他根本治療の開発について 

 時期  内容 文献 
１ 2000年 ES細胞からのドパミン分泌細胞への分化誘導 別添 

（最終項） 
２０ 

２    

３    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．現時点において、次の事項について残された主要な課題及び今後の研究スケジュー

ルについて 
（１）原因の解明について 
 課 題 解決の可能性 今後の研究 

スケジュール 
１ 肝内結石症全国疫学調査 
特に生活習慣病としての視点から 

有り 森班員を中心に

進行中 

２ 肝内結石症コホート調査 有り 八坂班員を中心

に進行中 

３ 肝内胆管異形上皮の病理的分類 有り 中沼班員を中心

に進行中 

４ 肝内結石症の画像診断ガイドラインの策定 有り 中沼班員を中心

に進行中 

 
 
（２）発生機序の解明について 
 課 題 解決の可能性 今後の研究 

スケジュール 
１ 肝内結石症における脂質代謝異常の解明 有り 田妻班員を中心

に進行中 

２    

３    

 
 
（３）治療法（予防法を含む）の開発 
 課 題 解決の可能性 今後の研究 

スケジュール 
１ ムチン分解療法 有り 佐々木研究協力

者を中心に開発

中 
２ 肝内結石症を背景とする胆管癌の遺伝子治療 有り 佐々木研究協力

者を中心に開発

中 
３    

 



４． 重症化防止対策について 
大多数の患者に対して外来通院によって症状のコントロールが可能な治療法（重症

化防止のための治療法）の確立 
 重症化防止のための治療法確

立について解決すべき課題 
５年以内に解決

できる可能性 
解決不可能な

場合の理由 
左記理由を解決して

いくスケジュール 
１ 診療指針の策定と啓蒙 有り 一定割合の

患者予後を

改善するの

み 

手術法や内視鏡治

療法の開発 

２     
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